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目視管理が可能な水密性と耐久性に優れたグラウンドアンカー

ＥＨＤアンカー
　「EHDアンカー」はランクＡアンカーとして、以下に示す性能を有することが確認された。

（1）水密性
　　工場での作業性確認試験や水密性試験等に関する試験によれば、 ｢EHDアンカー｣ のアンカー頭部、頭部背面、
自由長と拘束長境界は、1.0MPaまでの水密性を有している。

（2）アンカーの強度特性
　　付着型ECFストランドおよびテンドンの引張試験、グラウトとの付着試験などのアンカーの強度特性に関す
る試験によれば、 ｢EHDアンカー｣ は、土木学会の「内部充てん型エポキシ樹脂被覆PC鋼より線の品質規格（案）
（JSCE-E 141-2010）」で定められた規格荷重および地盤工学会で定められたグラウトとの許容付着応力度を
満足している。

（3）エポキシ塗膜の強度特性
　　耐衝撃性試験、グラウトとの擦れ試験などのエポキシ塗膜の強度特性に関する試験によれば、エポキシ塗膜は、
耐衝撃性、グラウトとの擦れ特性、ストランドの伸び、曲げ、ねじれに追随できる強度特性を有している。

（4）リラクセーション特性
　　リラクセーション試験によれば、付着型ECFストランドは、土木学会の品質規格（案）（JSCE-E 141-2010）
に規定されたPC鋼より線の規格を満足している。

（5）耐久性
　　耐薬品性試験、塩水噴霧試験によれば、付着型ECFストランドは耐アルカリ性、耐塩害性に関して充分な耐
久性を有している。

（6）頭部の目視管理機能
　　目視管理機能確認試験の結果により、「窓付止水具」「目視管理型ヘッドキャップ」をアンカー頭部に用いた
場合、施工時にアンカー頭部に防錆材が充填されている状況や、施工後に防錆材の劣化状況が目視により確認
できる。

審査証明の範囲

審査証明は、ランクAアンカーを対象とした材料特性および構造の範囲とし、地盤のクリープ変形など、地盤
性状に関する特性は除く。

技術保有会社　　神鋼鋼線工業株式会社　　弘和産業株式会社

お問合せ先 弘和産業株式会社
 〒198-0023　東京都青梅市今井3丁目3番地12
 TEL：0428-32-2811　FAX：0428-32-2818
 http://www.kowa-anchor.co.jp

2021年3月9日～2026年3月8日

本概要書は、一般財団法人土木研究センター（PWRC）が行った「建設技術審査証明（土木系材料・製品・技術、道路保全技術）」の結果を、広く関係各位に紹介する目的で作成したものであります。
一般財団法人 土木研究センター（PWRC）企画・審査部　TEL03-3835-3609　http://www.pwrc.or.jp/shinsa.html



技術の概要 技術の特徴

適用例（目視管理機能を設けた部材を使用した施工例）

EHDアンカーは、PC鋼より線の各素線間までエポキシ樹脂を充填した耐久性の高い引張り材の付着型ECFス

トランド（FLO-BOND）を使用し、簡素な構造でありながらアンカー頭部・頭部背面および自由長と拘束長の各

境界部は堅牢な止水構造で高い水密性を有したグラウンドアンカーである。

またアンカー頭部には確認窓を有した部材を使用することで、防錆材の充填状況及び劣化状況の目視管理が可

能である。
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窓付止水具設置例 目視管理型ヘッドキャップ設置例

目視管理が可能な水密性と耐久性に優れたグラウンドアンカー ＥＨＤアンカー

（2）高い水密性
　　EHDアンカーのアンカー頭部・頭部背面および自由長と拘束長の各境界部は、堅牢な止水構造で 1.0MPa の
水密性を有している。

（3）優れた耐久性
　　耐食性、付着性に優れた付着型ECFストランドを使用し、各境界部が高い水密性を有したグラウンドアンカーである。

窓付止水具設置状況
※窓付止水具とは、従来のアンカー頭部背面を地上に移動し、頭部背面の目視管理が可能な部材。

確認窓からの色相確認について

【窓付止水具設置状況と色相変化確認について】　窓付止水具：特許第4793955号　NETIS：No.KT-180145-A

目視管理型ヘッドキャップ
設置状況

確認窓からの色相確認について

【目視管理型ヘッドキャップ設置状況と色相変化確認について】　目視管理型ヘッドキャップ：特許第6057417号

テンドン構成図

φ90

（1）アンカー頭部の目視管理機能
　　窓付止水具、目視管理型ヘッドキャップを使用することで施工時に防錆材の充填状況や、施工後に防錆材の
劣化状況を目視管理が可能である。

　※上記表は、グラウンドアンカー維持管理マニュアルP.84より抜粋

【変色した防錆材の状況】

原　因 水分侵入による乳化現象 錆の発生 熱による劣化物生成 新品

色変化

写　真

白濁 赤褐色 赤褐色・黒色 正常時
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